
平成２５年度「市長と語りあう会」について 
 

１ 出席者状況 

    

開催日（曜日）       会場 時間 
出席人数 

男 女 計 

７月25日(木)    東仙道地区振興センター 19:00～20:40 21  2 23 

 

 ○市側出席者 

  市長、副市長、総務部長、経営企画部長、秘書広報室長 

 

 

２ 会の概要 

○ 開 会 （秘書広報室長） 

  ・ 会の趣旨説明 

  ・ 出席者紹介 

 

○ あいさつと市政運営の説明 (山本市長) 

  (1) 平成25年度施政方針は平成25年度だけでなく自分の任期中いっぱいのことを意識して示し 

   ている。 

  (2) 平成25年度施政方針から基本指針について 

   ① 人口拡大への挑戦 

    ・ 日本全体の人口も2005年をピークに漸減傾向であること。 

    ・ 人口はそのまちの政策に対する満足度を示すバロメータであること。 

    ・ 足による投票という言葉もあり、その町の評価によって転出入があること。 

    ・ 人口は産業の尺度、消費の尺度であること。 

    ・ それぞれの施策が人口の増減にどう繋がるか分析しながら取組んでいくこと。 

    ・ 人口の増減には社会増減と自然増減があり、社会増減の内転入促進対策はＵＩターン奨 

     励と企業誘致、転出低減対策は仕事の場づくりが必要であること。 

      また、自然増減の内出生を促す対策は、結婚奨励、子どもを産み育てる環境づくりに取 

     組むと共に、自然減を食い止める対策は平均寿命を延ばすために、医療・診療体制の充実 

     と健康づくりや予防が必要であること。 

    ・ さらに、社会増、自然増対策に加えて、交流人口の拡大に取組むこと。他地域から益田 

     市にやってくる人々を定住のきっかけにしたいこと。そのためには、益田市との交流の人 

     数、回数、滞在日数の拡大を目指すこと。 

   ② 財源の効率的配分 

    ・ 財政状況は今以上に厳しくなることが予想されること。 

    ・ 歳入の面では、現在市町村合併の恩恵を受けて、合併前の３市町の状態を想定した地方 

     交付税が交付されているが、平成32年からは合併算定替えがなくなり、今より12億円が減 

     額される見込みであること。 

    ・ 歳出の面では、市債の返済について３、４年後がピークになること。 

   ③ ネットワークの構築と活用による産業の活性化 

    ・ 市内部においては、同一目的を持つ様々な組織と連携して取組むことで、それぞれの事 

     業の相乗効果が上がるよう努めること。例えば、商工会議所等各種団体との連携。 

      市外部との連携については、津和野、吉賀だけでなく、道路整備では浜田、萩と連携し 

     て取組むこと。また、国や県の施策に乗って市も取組むこと。 

  (3) 現在取組んでいる課題、今後取組む課題 

   ① 学校給食センター整備事業について 

    ・ 新しい学校給食センター整備にあたって、７月24日臨時市議会で設計費の補正予算が承 

     認されたこと。 

    ・ 今は、３箇所で給食の調理をしているが、その施設は国の衛生管理基準を満たしておら 

     ず、また働く環境としても悪いこと。 

    ・ 新調理場については、昨年度は１箇所案が示されたが、自分としては地産地消、食育、 

     雇用、産業振興のため複数設置をしたいと考え方針を転換したこと。また、複数設置も当 



     初は３箇所案を考えていたが、高津(新設)と美都(改修)の２箇所にしたいこと。 

    ・ 美都の調理数は200食だが、調理場をなくすことによる打撃を考えると存続が望ましい 

     と考えること。また、美都調理場を通した美都の産業振興については市全体で考える体制 

     を作ったこと。 

   ② 高津川クラインガルテン等整備事業について 

    ・ 目的は交流人口の拡大と有機農業の振興であること。 

    ・ 当初候補地(国営農地開発白上町内)での開設は、周辺の水質調査結果が飲料用に不適切 

     であったことと採算性の面から、慎重かつ柔軟に検討し最終判断をすること。 

   ③ 地域医療体制の充実について 

    ・ 美都診療所については、医師会の支援を受けながら継続していくこと。 

    ・ 市民の関心が高い産婦人科医については、一時期分娩制限をせざるを得ない状況であっ 

     たが、日赤と島根大学の支援を受け制限がなくなったこと。 

    ・ 脳神経外科については、通常脳神経外科設置のためには、最低３人の医師チームが必要 

     であること。 

    ・ 脳神経外科医の医療技術を維持するための症例数確保には、30万人の人口規模が必要で 

     あること。 

    ・ 全国的に脳神経外科医が不足していることから、当面は、緊急事態の際に、脳神経外科 

     等設置されている出雲や浜田の病院までの迅速な搬送ができる対策に努めること。 

   ④ 防災対策と危機管理体制について 

    ・ 標高表示について、国や県道については既に設置されているが、市道沿いにも標高表示 

     をすること。今年度予算は100万円を措置し100箇所に表示する予定であること。 

    ・ 津波ハザードマップの作成したこと。 

    ・ 他自治体と防災、災害応援協定を締結すること。(高槻市、豊中市外)。 

   ⑤ 空港の利用促進と道路整備について 

    ・ 東京便は２便化、大阪便は定期便化を目指しているが、ポイントは採算性であること。 

    ・ 航空会社は自由競争の中で赤字路線を減らしたいというのが本音であり、それを克服す 

     るためには、利用促進が大切であること。 

    ・ 飛行機の利用促進のためには、首都圏、関西圏との交流を進めていくこと。 

    ・ 高速道路について、三隅・益田道路は平成23年度に事業化が決定されたこと。一般的に 

     は開通までに今後10年かかるが、それを短縮したいこと。 

    ・ 益田・萩間は優先区間の絞り込みが始まり、ようやく動き出したこと。 

    ・ 益田・萩間の高速道路は、国道191号のバイパス機能だけではなく、国道9号津和野まで 

     のう回路としての機能も期待できること。 

   ⑥ 都市間交流の推進について 

    ・ 高槻市とは、今年度はサッカー交流、ユズ、ワサビのＰＲ、姉妹都市交流サミット、災 

     害協定等に取組んでいること。 

    ・ 豊中市とは、空港が結ぶ都市交流や防災協定に取組んでいること。 

   ⑦ 企業誘致の推進について 

    ・ 企業誘致は産業振興の即効薬と捉えていること。 

    ・ 益田市の有利性をアピールして企業誘致に取組んでいること。 

    ・ 益田市に関心を持っている企業があるので、市民のみなさんに早く朗報が伝えられるよ 

     うに努めたいこと。 

  (4) 意見交換 

    質問項目は以下のとおり。詳細は、別紙のとおり。 

   ① 高津川クラインガルテンについて 

   ② 萩・石見空港の利用促進について 

   ③ 小規模化、高齢化する集落対策について 

   ④ ドクターヘリの活用について 

   ⑤ 市職員の対応について 

   ⑥ 学校再編について(小学校) 

   ⑦ 学校再編について(中学校) 

   ⑧ 美都中学校校舎について 

   ⑨ 益田市の児童生徒の学力向上について 

   ⑩ 高校卒業後の進路について 



   ⑪ 光ファイバー網の活用促進について 

   ⑫ ドクターヘリのヘリポートについて 

   ⑬ ドクターヘリの発着可能場所について 

 

 ○ 閉 会 （秘書広報室長） 
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平成25年度「市長と語りあう会」 

〔会場 東仙道地区振興センター〕 開催日時：平成25年７月25日(木)19:00～20:40 

要  望  事  項  等 回       答 

① 高津川クラインガルテンについて 

  クラインガルテン設置の考え方には異論はな 

 い。現在の状況(採算性、水質等)を色々勘案す 

 ると見直すのもひとつの方法ではないと思うが 

 いかがか。 

 

 

 

 

 

 

② 萩・石見空港の利用促進について 

  現在空港を活用した様々な交流に取組んでい 

 るが、美都町時代には、飛行機利用の修学旅行 

 にも補助金を出したことがあった。 

  今後、益田市で修学旅行者を受け入れられる 

 ようなプログラムを作成し、萩や益田の歴史に 

 触れられるようにしたらいかがか。 

 

 

③ 小規模化、高齢化する集落対策について 

  市内には限界集落もあると聞くが、自分の集 

 落も10年後に何人の人が残っているか不安であ 

 る。こうした集落の対策をどう考えているか。 

 

 

 

 

 

④ ドクターヘリの活用について 

  脳障害が出た時の措置は20分以内が大切だと 

 言われている。ドクターヘリが十分活用できる 

 体制をとって欲しい。 

① 行政には継続と安定が求められるが、高津川 

 クラインガルテンについては、採算性がもとも 

 と厳しかったうえに、水質(ひ素)問題が出て来 

 て、ますます厳しい状況である。 

  しかし、これまで支援いただいた国との協議 

 をしなければいけない。 

  また、事業決定までの説明が不十分であった 

 という反省も踏まえ、手続きを踏んで市民や議 

 会に説明していく。 

 

 

② ご提案ありがとうございます。 

  萩、益田共に子供たちが学ぶ様々な資源があ 

 る。提案があったプログラムを検討する。 

 

 

 

 

 

 

③ 絶対的な策はないと思うが、種々の方法が考 

 えられる。 

  例えば産業の振興や地域の魅力をアピールし 

 地域外からの人を招くこと等が挙げられる。ま 

 た、交通対策、買い物弱者対策も解決しなけれ 

 ばいけない。様々な手を打って進めていかなけ 

 ればいけない。 

 

 

④ ドクターヘリの運用は、病院から患者がいる 

 現場に向かうための手段の場合と、病院から病 

 院間を搬送する場合の２通りがある。 

  このたび新しく建設される益田赤十字病院新 

 病院においては、当初ヘリポートの設置を予定 

 していなかったが、方針を変更し設置すること 

 となった。その背景には、中国５県において県 

 を越えたドクターヘリの運用が検討されている 

 ことと、吉賀や浜田等近隣の病院でもヘリポー 

 トを設置することが挙げられる。 
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要  望  事  項  等 回       答 

⑤ 市職員の対応について 

  市長が代わり、市職員の雰囲気がピリピリし 

 た感じから少し変わったと感じている。 

  しかし先日市税務課に行った時、職員の説明 

 不足で２度手間になった事例があった。 

  職員は、来客者に対して、様々な場を想定し 

 丁寧に分かり易く(方法や制度を)説明して欲し 

 い市民が市役所に行って良かったと思えるよう 

 になれば益田市はさらに良くなると思う。 

 

 

 

 

⑥ 学校再編について(小学校) 

  小学校は複式になったとしても、地域に残し 

 て欲しいが、保護者の意見も聞かなければいけ 

 ないと思っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦ 学校再編について(中学校) 

  中学校も、生徒数が減り、希望の部活がない 

 ので益田の中学校に行くという子供も出て来て 

 いる。 

  今、美都中学校の男子は野球部と卓球部しか 

 ないが、これを○○中学校はサッカーに重点を 

 置き、△△中学校は野球に重点を置くというよ 

 うに重点競技を決めて、市全体でそれぞれの部 

 活動の振興を図ることが考えられないか。 

 

 

⑧ 美都中学校校舎について 

  美都中学校校舎の床で状態が悪い所がある。 

 後年度修繕するということであったがいかが 

 か。 

⑤ 職員に対しては、「どうやったら市民の方に

役立てるか」を考えて行動するよう再三伝えて

いるが、全員には徹底されていない。 

  職員自身も、職場や業務の改善のために努力 

 することが大切であるし、そうしなければなら 

 ないと職員自身が意識するように私自身も努め 

 たい。 

  職員の能力には個人差があるので、職員の至 

 らない点については、率直に市に伝えて欲しい。 

  職員の能力が向上するよう努める。 

 

 

 

⑥ 学校統廃合の目的は、財政の面もあるが、先 

 ずはよりよい教育内容、教育環境を整えること 

 にある。 

  二川小学校廃校の後に、都茂小学校に通い始 

 めた旧二川小学校生の保護者の意見を伺うと、 

 子どもの数が増えたことに対して集団生活が体

験できることに好評価の意見が多かった。 

  ただ、地域にとって小学校は大きな存在であ 

 り、廃校後の地域の振興策も市としては大きな 

 課題であると認識している。 

 

 

⑦ 各中学校に重点スポーツを設けて部活動を活 

 性化するという案は今後の参考にさせて頂きた 

 い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ 校舎の修繕は市が行うべきことであり、遅れ 

 ることのないように努める。 
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要  望  事  項  等 回       答 

⑨ 益田市の児童生徒の学力向上について 

  市内の児童生徒の学力が低いということで、 

 市議会も福井県に視察にいったり、市も学力向 

 上のために5,000万円近い予算を措置した時代 

 もあったが今年度はいかがか。 

 

 

⑩ 高校卒業後の進路について 

  18歳以上の若者が少ないのは職が少ないため 

 だが、若者が出て行った先等の追跡調査をして 

 いるのか。 

 

 

⑪ 光ファイバー網の活用促進について 

  益田市内には全域に光ファイバー網が整備さ 

 れているがこうした基盤を活用し地元企業の情 

 報発信をするとともに、地元企業が新卒者を雇 

 用するよう努めて欲しい。 

 

 

⑫ ドクターヘリのヘリポートについて 

  ドクターヘリを益田日赤に常駐するようにし 

 て欲しい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑬ ドクターヘリの発着可能場所について 

  ドクターヘリが発着可能である場所を明らか 

 にして欲しい。 

⑨ 平成25年度予算では、学力向上連携推進事業 

 費として675万円措置しているが、それ以外にも 

 ＡＬＴの配置など学力向上対策に取組んでいる

がその他の関連する予算となると様々な事業が

あることから、ここでは明確に答えられない。 

 

 

⑩ 高校に照会すれば詳細がわかると思う。益田 

 市には、高校卒業後進学できる大学もないこと 

 もあるが、いったんは益田市から出てもその後 

 帰って来られる場づくりに努めたい。 

 

 

⑪ 光ファイバー網の活用は大きな意味があると 

 思う。 

  民間の方も一緒になって、取組んで頂きたい。 

  今後に向けての大きな課題であると認識して 

 いる。 

 

 

⑫ 例えばドクターヘリが必要と想定される場合 

 の中で、脳神経外科医については、（既述のと 

 おり)医療技術を維持するための症例数確保に 

 30万人の人口規模が必要であると言われてい 

 る。 

  医師不足については、国も対策を考えている 

 ようであるが、日本全体で医師をどう配置する 

 かを考えなければならない。現時点では、脳神 

 経外科医を確保するというよりも、脳神経外科 

 医が配置されている浜田市の浜田医療センター

あるいは出雲市の県立中央病院への移動時間の

短縮に力を入れたい。 

 

⑬ ドクターヘリの発着可能な医療施設について 

 は、益田赤十字病院新病院をはじめ近隣の自治 

 体でも検討されている。消防の判断で、ヘリコ 

 プターが良いか救急車が良いか判断されるよう 

 である。 

 


